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STI for SDGsが求める科学技術イノベーション政策の変革

望ましい社会変革をもたらすために、科学技術イノベーション政策のあり方が問われている

UN Global Sustainable Report (GSDR) 2019

出典: UN Global Sustainable Development Goals(GSDR）2019

「4つの手段と6つの入口」



STI for SDGsが求める科学技術イノベーション政策の変革

⑥デジタル革命

④食料・生物圏・水

①人間の能力と人口動態

②消費と生産

③脱炭素とエネルギー

IIASA The World in 2050 (TWI2050)「6つの重要な変革」

Ø 大きな社会目標を科学技術イノベーションの体系に翻訳する

Ø 個だけでは実現できない目標：分業から協働へ→ エコシステムの構築

⑤スマートシティー



SDGsに呼応するOECDの最近の動き
l グローバルな課題への加盟国の科学技術国際協力枠組の改革（規範の見直し）
l SDGs関連活動の積極的展開：2030年を目標に地球環境保全、豊かな生活、
社会平和といったGlobal Public Goodsの実現を目指す
✓STIのあり方、国際協力の原則やメカニズム、デジタル化と知識、ガバナンス等
✓加盟国の好事例に学び、課題を抽出し、これからを考えるためのワークショップの開催
OECD/CSTP Workshop on STI for Global Public Goods(Oslo, Norway 2019)

l ミッション志向政策をはじめとする世界的なSTI政策のトレンドを俯瞰

OECDのSTI政策と研究ファンディングに関するプロジェクト
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政策・戦略レベル
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① 「課題解決型研究政策」
包括的、統合的政策による社会課題への挑戦のあり方

② 「国際協力と公共資産形成」
グローバル公共資産形成の観点からの各国の
研究開発の優先付けとSTI力の拡充

プログラムレベル

③ 「ハイリスク研究を支援するシステム」
創造的なファンディング制度や他の政策
メカニズムのあり方

④ 「社会的課題と学際的な研究」
組織およびプロジェクトレベルでの学際的研究の推進

プロジェクト・組織レベル

「競争的研究ファンディングシステムの運用」 (OECD,2018)
さまざまな競争的ファンディングシステムの有効性の検証
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STI for SDGs時代の国立研究開発法人の姿とは
l社会課題を共有し、その解決に向け研究成果をつなぎあうには？
l国立研究開発法人が産み出し、蓄積している研究成果やナレッジを
もっと活用できるようなエコシステムとは？


